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・きっかけ
韓国の文化（音楽やドラマ）に興味があり、以前から韓国語の勉強を自分でしていました。いつかは韓国
で短期留学もしてみたいという気持ちがあり、アドバンス実習として韓国に行くことができるということを
知ったときからずっと行きたいと思っていました。また近年サムスン等の大企業が急速な発展をとげ、受験
戦争や就職戦争も激しいという状況において韓国の医学生はどのような生活を送っているのか興味がありま
した。
・準備
３月に忠南大学への実習生のメンバーが決まり、そこから準備をしはじめました。具体的には CV（英語
の履歴書）をメールで送信し、忠南大学の秘書の方とメールでやりとりし、実習希望科を連絡して実習のス
ケジュールを組んでいただきました。それから自分たちで航空券を予約し、実習期間の保険に加入しまし
た。秘書の方から全体のスケジュールや寮での生活について何度かメールで教えていただきました。１月に
忠南大学から富山大学に実習に来ていた学生とも連絡し、気候や服装、生活に必要なものを教えていただ
き、準備を進めました。
・交通
忠南大学は韓国第５の都市、大田（デジョン）にあります。デジョンには地下鉄があり、忠南大学病院の
近くにも地下鉄の駅があり非常に便利です。ソウルまでは KTX（日本の新幹線のような高速鉄道）で１時
間、プサンまでは２時間ほどです。私たちはソウルの仁川空港を利用したのですが、韓国に到着した当日は
空港から高速バスに３時間乗り、大田に向かいました。
・実習
富山大学病院では実習生の服装は上が KC で下は地味な色のズボン、靴は動きやすい白のスニーカーです
が、忠南大学では男子はワイシャツにネクタイ、革靴に白衣で、女子は控えめな私服に白衣といった感じで
した。また、先輩の学生や先生とすれ違うときは相手が気づいていなくても必ずお辞儀をする風習があり、
儒教社会ならではの年上を敬う風習に初めは少し驚きました。
①形成外科（２週間）
ほぼ毎日手術を見学しました。３回手洗いをさせていただき術野でも見学させていただきました。忠南大
学病院ではガウンは布製でディスポーサブルではなかったです。顔面の骨折の手術が多く、プレートの位置
や角度を何度も細かく丁寧に調整されていたのが印象的です。
また、向こうの学生と一緒にレクチャーを受けました。スライ
ドはほとんど英語でしたが医学英語が多く難しかったです。５
月１日は韓国ではメイデーで学生は休日ですが、私はその日に
外部の個人の美容形成外科のクリニックに見学に行かせてもら
いました。そこでは鼻の美容整形についてのレクチャーを受け
たり、顎と首回りの脂肪を吸引して顎の先端に注入する手術を
見学したりしました。また、形成外科の教授や先生方と近くに
ある医療用のシリコン等を作っている研究所の見学にも行きま
した。
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②膠原病内科（２週間）
膠原病内科ではレクチャーが多かったです。全て韓国語でしたので１００％を理解することはできませんで
したが、理解できるところもあり自分の韓国語学習の成果が発揮できたことが嬉しかったです。外来見学で
は他の学生と一緒に初診の患者さんの予診をとりました。また韓国の学生が受けるテストを韓国語で受けま
した。比較的自由な時間が多く、向こうの学生とおしゃべりしたり自習したりしました。
・生活
滞在中は病院のすぐ裏にある寮で過ごしました。全ての部屋は２人部屋の作りになっていますが、私の実
習期間のメンバーは男子２人、女子１人でしたので、２人部屋を一人で使わせていただきました。寮の部屋
はベッド、勉強机、クローゼットという簡単な作りですが、共用のトイレ、シャワー、洗濯機、電子レンジ、
冷蔵庫があり快適に過ごすことができました。寮の建物内では wi-fi を利用することもできました。また寮
の入り口は指紋認証になっており、セキュリティ面においても安心することができました。寮から歩いて１０
分ほどのところに、夜１２時まで営業している大型スーパーや１００円ショップ、百貨店があり大変便利でした。
・食事
ほとんど毎日学生と外食しました。やはり辛い食べ物が多かったです。大学病院の手術部の食堂にも毎日
キムチが必ず出ました。外食する時は学生がごちそうしてくれることがほとんどでした。病院内に日本料理
店（うどんやとんかつ）やお粥の店もありました。
・休日
休日には大田の繁華街、プサン、ソウル、韓国の学生の別荘に遊びに行きました。大田の繁華街まではタ
クシーで１０分ほどです。大きな百貨店や店がたくさんありました。プサンやソウルは日本人３人でホテルを
予約して観光しました。
・感想
ずっと留学してみたかった韓国、しかも大学病院に１か月留学することができ大変良い刺激になりまし
た。韓国の医学生の勤勉さ、レクチャーのレベルの高さに圧倒され、自分ももっと勉強しなくてはという思
いになりました。韓国の文化を肌で感じることができ今までよりもっと韓国が身近になりました。日本人が
知っている韓国語といえば「アンニョンハセヨ」「カムサハムニ
ダ」くらいですが、韓国の学生は日本語を勉強したことがなくて
もいろいろな日本語の単語を知っていました。日本を好意的に
思っている若者が予想以上に多く驚きでもあり、非常に嬉しかっ
たです。韓国の学生の別荘にお邪魔したときその学生のご両親と
もお話しました。ご両親は仕事の関係で５年間金沢に住んでい
らっしゃったので日本語が流暢でした。そのご両親が「韓国と日
本って今政治とか仲悪いじゃない。でももっとこういう交流を大
事にして仲良くなっていけばいいと思う。だからあなた達はうち
の子供や韓国の学生とのつながりをこれからも大事にしてね。」
とおっしゃっていました。この７月に忠南大学の学生が富山に遊
びに来てくれました。１１月に日本に遊びに来たいと言ってくれて
いる学生もいます。帰国後もお互いにプレゼントを郵送し合った
りしています。飛行機で２時間弱で行けるお隣の国ですし、これ
からもこの交流を続けていきたいと思います。この２か国が互い
に理解しあい、歩み寄る未来が来ることを願っています。最後に
なりましたが、この実習に行くにあたって支援してくださった両
国の先生方に感謝申し上げます。
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